
今月の野菜

１　産地の概要
大潟村は、北緯40度線と東経140度線が

重なる秋田県の県央に位置している（図１）。
日本海側気候に属し、冬季は北西の季節

風が強く、降水日数が多い。日照時間が少
なく、年平均気温は11.4度、年間降水量は
1,431ミリメートルである。

大潟村は、かつて日本の湖沼面積では琵
琶湖に次ぐ２番目の面積だった八郎湖（2万
2024ヘクタール）を20年かけて干拓し、昭
和39年に日本の食料基地として誕生した。
３年半後の昭和43年から第一次入植者の営
農が始まったが、この段階ではまだ圃

ほじょう

場が

乾燥しておらず、農業機械が走行できるの
か不安なほど軟弱な土壌であったと言われ
ている。

誕生から59年経った現在は、約1万1500
ヘクタールの農地で栄養豊富な湖底の重粘
土質土壌を生かした営農が行われており、農
地の９割以上が水田として利用されている。
水田以外の農地では、主に豆や麦、花きの
ほか、かぼちゃ、たまねぎ、メロン、にん
にく、えだまめなどを主体に、化学肥料や
農薬を最小限に抑えた栽培を行い、ブラン
ド確立に向けて積極的に取り組んでいる。
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図１　JA大潟村の管内図

資料：JA大潟村



２　かぼちゃ栽培の概要
水田転作作物としてかぼちゃの栽培が始

まり、秋田県JA大潟村特産かぼちゃ生産
組合（以下「生産組合」という）が立ち上
がったのは昭和52年である。

令和４年時点の生産組合の農家戸数は
49戸、作付面積は17.6ヘクタール、収穫
量は215トン、販売高は5100万円であり、
秋田県内のJAの中でかぼちゃの生産量が
第１位となっている。

かぼちゃは定植機や収獲機などの初期投
資が少なくてすむことから、若手の生産者
も多く所属しており、面積の限られるハウ
ス栽培から収穫量を増やしたいと露地栽培
へ転換する生産者の増加により、今後も作
付面積の増加が見込まれている。

３　生産・栽培上の特色
（１）高品質なかぼちゃ生産に向けた取り組み
ア　栽培カレンダー

５月上旬から下旬にかけて苗を定植し（写
真１、２）、主枝のわき芽をかき取る芽かき、
つる押さえ、授粉、着果後の皿敷き（果実

全体に太陽が当たるよう、プラスチック製
の皿を果実の下に敷く作業）、日よけ作業の
行程を経て、７月下旬から８月にかけて収
穫している（図２）。

大潟村では、親づる１本仕立て栽培を推
奨している。これは、親づる１本にのみ着
果させることで、かぼちゃ１つ１つに養分
が行き渡るように生産することが可能であ
るためである。

収穫は、一定の積算温度に達した頃に試
し割りを行い、果実の色と種子の充実度合
いを見て熟したことを確認してから開始す
ることで、未熟果の出荷を防いでいる。

イ　品種の選定
平成23年以前は、「みやこ」が主品種で

あった。しかし、樹勢が強く、大潟村の親
づる１本仕立てにすると収穫直前まで芽か
きを行う必要があった。

そこで、「みやこ」よりも栽培が簡単で、
かつ大潟村に合う品種を探すため、「雪化
粧」や「ダークホース」「くり将軍」「くり
大将」などの複数品種で試験栽培を行った。
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写真１　かぼちゃの定植作業 写真２　定植後約１カ月の様子

図１　産地栽培暦（かぼちゃ）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 播種期 定植期 収穫期

露地栽培 4/10～4/12 5/3～5/5 7/25～8/31

ハウス栽培 5/11～5/12 5/29～5/31 8/15～8/31

●播種期　▲定植期　□収穫期

図２　かぼちゃの栽培カレンダー

資料：JA大潟村



その結果、「くり大将」が生育面で大潟村
の環境に適していると判明したため、現在
は「くり大将」を栽培している。
「くり大将」は、着果後45日前後で収穫

が可能な早生品種で、後熟をしなくても収
穫直後から糖度が高いため、収穫後は数日
間の風乾を行うだけですぐに出荷が可能で
ある。

（２）　栽培上の工夫
ア　安全・安心な農産物づくり

圃場の準備を始める生産者に対しては、
肥料過多などを避けるため、圃場やハウス
の土壌分析を案内している。

当JA組合員限定のサービスとして、無料
の簡易版では土壌の栄養分などを、有料版
では土壌の保肥力測定を加えて行い、肥料
設計の参考として活用してもらっている。

また、農薬および肥料の散布時期や散布
量、希釈倍率を把握するため、当JAを通し
て出荷する生産者全員に、栽培圃場や量を
記載した栽培協定書のほか、栽培履歴書を
提出頂いている。授粉はホルモン剤を一切
使用せずに人の手とミツバチのみで行って
おり、農薬に関してもミツバチに影響が及
ばないような種類を推奨している。

併せて、かぼちゃ圃場の周囲のほとんど
が水稲栽培であるため、水稲で使用する農

薬が飛散していないか確認する目的で、出
荷シーズン前に残留農薬検査を行い、安全・
安心なかぼちゃづくりに努めている。

さらに、芽かきや皿敷きなどの作業が始
まる時期には、新規生産者に向けた芽かき・
皿敷きマニュアルの作成および配布の他、
毎年栽培マニュアルの内容を生産組合の役
員と精査しながら作成し、組合員に配布し
ている。

イ　圃場巡回や実績検討会の実施
生産組合では、年２回の圃場巡回、出荷

前の目揃え会のほか、年度末に総会および
実績検討会を開催している。マイクロバス
に乗り圃場とハウス数件を巡回する圃場巡
回（写真３）では、他の組合員の栽培を見
て今後の参考にする学習の場としてだけで
なく、生産者同士の情報交換の場にもなっ
ており、毎年多くの生産者が参加している。

収穫期直前に行う目揃え会では、生産者
の協力を得て、実際にかぼちゃを展示して
等級の目安を伝え、収穫および出荷に伴う
注意点などを周知している。

総会後に行われる実績検討会では、その
年度の生産概要を振り返るとともに、優秀
生産者を表彰し、生産者本人が栽培概要を
発表することで、生産者全体のモチベー
ション向上につなげている。
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写真３　年２回定期的に実施している巡回（左：圃場、右：ハウス）



この他、生育状況の把握や、圃場やハウ
スの異常にもすぐ対応できるよう、担当職
員や生産組合長による巡回も行っている。

（３）省力化の取り組み
省力化に向けて、組合員が考案したかぼ

ちゃの一発肥料やつる押さえピンのほか、ヘ
タ切用電動はさみの導入、鉄コンテナでの
出荷など、さまざまな取り組みを行っている。

一発肥料は、その名の通り、かぼちゃ栽
培に適した肥料の全量を基肥として一回で
施用できるようにした省力的肥料である。

つる押さえは、従来、割り箸や細めの支
柱などを手頃な長さに切って使用してい
た。つる押さえピンはその必要がなく、か
つ収穫を終えてからも回収しやすい形状と
なっている（写真４）。

ヘタ切用電動はさみは、わずかな力で刃
が動くため、手の腱鞘炎のリスクを軽減で
きる。従来は一般的なヘタ切はさみを使用
しており、ヘタを切り落とすにもかなり力
を入れる必要があった。電動はさみは本来
剪定用として販売されている刃をかぼちゃ
のヘタ用に調整を行った上で使用している。

４　出荷の工夫
（１）青果用

出荷当初は段ボールによる出荷形態を採
用していたが、通気性による傷みが出やす
いことが課題となっていた。そこでプラス
チックコンテナを使用した出荷に切り替え
たところ、通気性が改善され傷みの発生も
減ったため、現在に至るまでプラスチック
コンテナによる出荷形態を採用している。

昨年度は、生産者の高齢化に伴う作業の
簡略化に加えて、新規でかぼちゃ栽培を始
める生産者のハードルを下げる目的で、鉄
コンテナ出荷の試験・移行期間とし、今年
度から本格出荷を開始している（写真５）。

鉄コンテナでの出荷では、収穫後の玉磨
きや等級分け、コンテナ詰めの作業を出荷
先に委託する契約を締結しており、それら
の作業を生産者が行う必要がなくなるた
め、作業時間が短縮され余裕ができたとい
う生産者からの声が多く挙がっている。

鉄コンテナに詰めた場合、従来のコンテ
ナと比較して品質が下がるのではないかの
懸念もあったが、芽かき、つる押さえ、皿
敷きを徹底させ、詰める際には果実１つ１
つを確認しながら作業を行うよう徹底して
いる。

当初、鉄コンテナでの出荷は、露地栽培
を行う生産者が中心だったが、これを機に
ハウス栽培から露地栽培に切り替えて鉄コ
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写真４　かぼちゃのつる押さえピン 写真５　昨年度から開始した鉄コンテナでの出荷



ンテナで出荷を検討する生産者も予想外に
多くみられ、現在、全体の７割程度にまで
増加している。

（２）加工用
出荷規格に満たないかぼちゃは、当JA

敷地内の加工場へ出荷し、皮とワタ、種子
を取り除き、ペーストとして袋詰め・冷凍
保存している。このペーストは同工場で白
餡や生クリームなどと混ぜ合わせてかぼ
ちゃ餡に加工している。それをこだわりの
バターを使用したパイ生地で一つ一つ手作
業で丁寧に包み、オーブンでじっくり焼き
上げ、大潟村のパンプキンパイとして各地
へ出荷している（写真６、７）。パンプキ
ンパイは、秋田県2022年お盆のお土産売

れ筋ランキング１位　（2022年８月24日
秋田魁新聞掲載）としても紹介された。

５　販売戦略
販売戦略としては、高値が付きやすい盆

前出荷を目標に栽培しており、夏期間の鹿
児島産や関東産、お盆明けから冬至にかけ
ての北海道産の端境期に出荷している。

出荷先は秋田県内のほか、関東や近畿地
方の卸売市場、小売店などである。

他の産地と同様、生産者の高齢化は進行
しているが、鉄コンテナでの出荷を始めと
した作業負担軽減などの省力化を図ること
で、生産者が少しでも長く生産を続けられ
るよう、これからも取り組んでいきたい。
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◆お問い合わせ先◆
　担当部署：大潟村農業協同組合　営農支援課
　ＴＥＬ：0185-45-3033
　ＦＡＸ：0185-45-3144
　ホームページ：https://www.ja-ogata.or.jp/

◆一言アピール◆
　大潟村のかぼちゃは品質にこだわりを持って丁寧に栽培されており、煮物やお菓子を作る 
際に、砂糖を入れなくても十分なほどの甘みとホクホク感を楽しめます。
　秋田県のお土産売り場や通販にてご好評頂いている大潟村のかぼちゃを使用した「パンプ
キンパイ」は、一口食べると自然の甘みが口の中いっぱいに広がります。大潟村のかぼちゃと 
併せてぜひご賞味ください。

写真６　あぐりプラザおおがた限定パッケージ 写真７　通常パッケージ（５個入り）


